
２-２　 協働、人権尊重、男女共同参画社会の実現

1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予

算

額

前年度繰越

9,666

0 0 0 0

■ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

（ミズーリ州姉妹提携50周年記念事業を実施）

目標に対

する成果

の状況

知事、議長等10名の代表団がブラジルを訪問し、記念式典へ出席し功労者表彰を実施した。

また、ミズーリ州訪問では、ミズーリ大学コロンビア校と教育交流の覚書を締結するとともに、姉妹提携50周年を迎える平成27年度に州知

事の来県を要請した。

さらにミズーリ州及びワシントン州シアトルにおいては、県内企業とも合流し長野県の航空関連産業についてＰＲを行った。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 12,188 0

0 3,303

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

Aの

財源

0 9,666

概　算

人件費

0.40

0

8,885

0

0 9,666 0

合計（A) 0 0

－

26年度26年度26年度26年度 27年度

当初予算 0

補正予算

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績

H26 H27

（当初） （決算） （当初）

記念式典への派遣 直接

・ブラジルへの代表団の派遣と記念式典への出席

・功労者表彰

9,666 8,885 0

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（その他）

【左記の説明、根拠法令等】

海外への移住については、県が推進した経過もあり、広域自治体である県が責任を持って実施す

べきものであり、一定の支援を継続する必要がある。
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施策の総合的展開

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 検討中

0

在ブラジル長野県人会が平成26年度に創立55周年を迎え、同県人会からの招待を受け、サンパウロ市において開催される記念式典に出

席し、祝意を表するとともに、同県人会との交流を行う。

　また、同県人会の発展や移住先のブラジルの開発において顕著な功績のあった者に対して、記念式典において知事表彰を行う。

　あわせて、平成27年度に本県との姉妹提携50周年を迎える米国ミズーリ州を訪問し、長野県への訪問を要請する。

・日系人社会の発展を図り、本県との友好関係の促進に資するため、同県人会に対し運営補助金を交付している。

・創立周年の５年ごとに、県から訪問団を派遣し、県人会の創立記念に対し祝賀の意を表している。

・同県人会は、今年初めて２世世代が、会長に就任するなど、世代交代が進みながらも、出自が長野県にあることを後世に伝えようと真摯

に取組んでいる。

成果目標の達成状況

項目

派遣人員

功労者表彰

事業番号 07 06 07 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 在ブラジル長野県人会創立55周年記念式典派遣事業費在ブラジル長野県人会創立55周年記念式典派遣事業費在ブラジル長野県人会創立55周年記念式典派遣事業費在ブラジル長野県人会創立55周年記念式典派遣事業費
担

当

課

部局 県民文化部

4 国際化の推進 実施期間 H26 ～ H26

７人 10人 達成

達成－ 150人 208人

記念式典への訪問団の派遣、現地における功労者表彰　　　　　　　　　　目標　10人、150人

Ｈ26
H27

目標

H25末

（実績）
目標 成果 達成状況

－

－

合計 9,666 8,885


